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歳 入
3,025,000

千円

平成18年度

一般会計
当初予算

２2

勝
浦
町
議
会
三
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
十

八
年
度
の
一
般
会
計
、
勝
浦
病
院
事
業
等
の
特
別

会
計
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、
前
年
度

当
初
予
算
に
比
べ
て
八･

四
％

(

二
憶
七
、
六
〇
〇

万
円
）
減
の
三
〇
億
二
、五
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し

た
。勝

浦
町
の
財
政
構
造
は
、
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
が
少
な
く
、
国
や
県
か
ら
の
依
存
財
源
が
大
半

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
交
付
税
や
国
県

支
出
金
の
削
減
な
ど
、
依
存
先
の
財
政
状
況
が
直

接
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
公
共
団
体
は
、
地
方
分
権
の
進

展
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
役

割
は
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
十
八
年
度
の
予
算
に
お
い
て

は
、
「
政
策
課
題
へ
の
的
確
な
対
応
」
と
「
行
財
政

改
革
へ
の
取
組
み
強
化
」
を
二
つ
の
基
本
方
針
と

し
、
よ
り
効
果
的
な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

平
成
十
六
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
勝
浦
町
行
政

改
革
推
進
プ
ラ
ン
、
更
に
、
国
及
び
県
の
指
導
に

よ
り
策
定
さ
れ
た
勝
浦
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
経
費
の
節
減
、
事
務
事
業
の
整
理
、
合
理

化
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
緊
急
性
、
必

要
性
の
高
い
事
業
に
優
先
的
に
配
分
す
る
こ
と
で
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、

効
率
的
な
予
算
編
成
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

当
初
予
算
は
年
間
を
通
ず
る
総
合
予
算
と
し
て

編
成
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
国
庫
支
出
金
等
が
未

確
定
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
で
対
応
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町税 379,300千円

（12.5％）

分担金および負担金
10,150千円（0.3％）

使用料および手数料
61,416千円（2.0％）

財産収入 4,663千円（0.2％）

寄附金 1千円（0.0％）

繰越金
80,000千円（2.6％）繰入金

259,000千円

（8.6％） 諸収入
51,613千円（1.7％）

地方譲与税 103,092千円（3.4％）

利子割交付金 2,388千円（0.1％）

配当割交付金 1,185千円（0.0％）

株式等譲渡所得割交付金
1,083千円（0.0％）

地方消費税交付金 54,132千円（1.8％）

地方交付税 1,460,000千円（48.3％）

交通安全対策特別交付金

1,000千円（0.0％）

国庫支出金
88,750千円（2.9％）

県支出金 220,987千円（7.3％）

30億2,500万円

歳入
町債 212,600千円（7.0％）

自動車取得税交付金 22,515千円（0.7％）

地方特例交付金 11,125千円（0.4％）
2,178,857千円

（72.0％）

依 存 財 源

846,143千円
（28.0％）

自 主 財 源



目的別歳出

3,025,000
千円

３3

特 別 会 計 名 当初予算額

国 民 健 康 保 険 752,467
簡 易 水 道 事 業 35,498
農 業集 落 排 水事 業 23,306
住宅新築資金等貸付 9,930
老 人 保 健 870,588
介 護 保 険 637,260

勝浦病院

事 業

収益的
収入 803,000
支出 803,000

資本的
収入 54,158
支出 80,734

平成18年度 特別会計予算 単位:千円

土木費 136,039千円（4.5％）

消防費 49,336千円（1.6％）

総務費 697,980千円
（23.1％）

公債費 745,491千円
（24.6％）

民生費
490,690千円

（16.2％）

衛生費
280,059千円
（9.3％）

教育費
272,778千円
（9.0％）

災害復旧費 12,410千円（0.4％）

予備費 13,000千円（0.4％） 議会費 49,056千円（1.6％）

性質別歳出

3,025,000
千円

人件費 729,991千円

（24.1％）

物件費
499,954千円

（16.5％）

扶助費
186,883千円（6.2％）

補助費等 255,933千円（8.5％）

公債費
745,741千円

（24.7％）

普通建設事業費

230,320千円（7.6％）

災害復旧事業費
12,410千円（0.4％）

積立金 2,992千円

（0.1％）

投資および出資金

86千円（0.0％）

貸付金 9,570千円
（0.3％）

繰出金
319,220千円
（10.6％）

主な普通建設事業 単位:千円

横瀬小学校体育館耐震化事業 26,396

道 路 改 良 費 20,250

広 域 農道 整 備事 業 34,010

町 単 道 路 改 良 費 35,000

林 道 開 設 事 業 28,863

県単急傾斜崩壊対策 18,801

県 道 改 良 事 業 17,695

農 免 農道 整 備事 業 9,867

合併処理浄化槽設置整備事業 8,802

小 学 校 修 繕 事 業 5,654

予備費 13,000千円（0.4％）

歳出

商工費 17,799千円（0.6％）

農林水産業費

260,362千円（8.6％）

維持補修費

18,900千円（0.6％）



組織の見直しを行いました

４

町長部局は６課から４課に
行政改革推進プランに基づく町行財政システムの合理化・効率化の一環として、平成18年４

月から課の統合を行いました。今回の統合は職員数の削減に伴うサービス低下を最小限にとど

めるためのものであり、体制が整うまでの間は皆さまにご迷惑をかける場合もあろうかと思い

ますが、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。

今回の見直しでは総務課と税務課を総務税務課に、産業振興課と建設課を産業建設課として

統合し、町長部局を６課から４課へと縮小しています。また、水道関係業務を住民課から産業

建設課へ、広報広聴関係業務を住民課へ担当を移すなど担当業務の一部見直しを行っています。

再編後の課および職員配置は上記のとおりです。

出納室
室長（兼務） 戸 川 茂 一
室長補佐 前 田 泰 子
主 事 中 瀬 弘 晴

町 長 中田丑五郎

電算室 42-2512

総務税務課

参事兼課長 戸 川 茂 一

課長補佐 野 上 武 典

〃 山 田 徹

係 長 和 夫

〃 石 木 正 昭

主 事 長 友 清 美

〃 海川みゆき

〃 大 上 誉 司

〃 瀧本佐智子

〃 北 峰 伸 治

主 事 補 笠 松 正 利

用 務 員 呑 口 早 苗

〃 森 本 秀 則

〃 原 晴 美

課長補佐 宮 浦 富 雄

〃 伊 丹 眞 悟

係 長 大 西 博 己

主 事 藤井小百合

〃 上野弘一朗

総務関係業務
42-2511

税務関係業務
42-1503

住民課 42-1501

課 長 松 田 常 男

課長補佐 松 下 義 和

〃 穏 千 鶴

主 事 宮 本 卓

〃 柳 田 優 子

主 事 補 柴 田 義 朗

〃 福 島 直 子

産業建設課

課 長 倉 坪 泰 幸

課長補佐 玉 置 守

〃 前 田 晃 司

係 長 笹 山 芳 宏

〃 海 川 好 史

〃 笠 木 義 弘

課長補佐 柳 澤 裕 之

〃 豊 岡 和 久

技 師 西 浩 史

主 事 多 田 忍

技 師 補 田 悦 尚

書 記 山 澤 美 佳

産業関係業務
42-1505

建設関係業務
42-1506

クリーンセンター
42-4649

所長（兼務） 松 田 常 男

係 長 岡 本 重 男

用 務 員 根 木 功

〃 林 健 次

保 育 所

所長（兼務） 岩 佐 誠 明

次 長 神子家素恵

主任保育士 圓 乗 安 代

〃 阿望美登里

〃 増 田 瑞 穂

保 育 士 中 野 敦 子

調 理 員 湊 清 美

横 瀬 42-2246

所長（兼務） 岩 佐 誠 明

次 長 西 嶋 喜 美

主任保育士 鈴 木 倫 子

保 育 士 青山美恵子

〃 木 村 美 枝

〃 齋 雅 子

調 理 員 中 実千枝

生比奈 42-3077

福祉課 42-1502

課 長 岩 佐 誠 明

課長補佐 福山千佳子

〃 味 間 恵 子

係 長 後 藤 信 之

主 事 正瑞美佳子

〃 上 村 和 也

保 健 師 松 本 澄 世

主 事 中 田 敦 士

主 事 補 山 下 歩



志

摩

道

子

（
生
比
奈
保
育
所
）

光

井

雅

己

（
福
祉
課
）

坂

田

敬

子

（
議
会
事
務
局
）

山

平

志

信

（
住
民
課
）

島

恵

次

（
建
設
課
）

藤

田

都

（
産
業
振
興
課
）

寺

尾

弘

恵

（
横
瀬
保
育
所
）

石
尾
美
恵
子

（
勝
浦
病
院
）

山
口
眞
理
子

（
勝
浦
病
院
）

町職員退職
平成18年３月31日付

行政改革プランに基づき

５

事務局 42-2515

局 長 秋成ふみよ

次 長 谷添美津子

〃 久 木 喜 仁

係 長 坪 井 泰 博

主 事 補 神 子 稔 邦

横瀬小学校
42-2009

生比奈小学校
42-3004

勝浦中学校
42-2591

給食センター
42-3096

所長（兼務） 秋成ふみよ

調 理 員 岡本ひろ子

〃 河野岐三代

〃 栗 坂 早 苗

〃 森上やよい

〃 宮 下 朝 子

〃 山上世津子

勝浦会館 42-3305

教育委員会
教育長 稲 井 稔

院 長 平 賀 隆

勝 浦 病 院 42-2555

副 院 長 小 西 康 備

内科医師 近 藤 憲 保

〃 上 村 英 子

薬 局 長 峯 公 子

薬 剤 師 正 瑞 嘉 久

診療放射線技師

森 本 康 代

検査技師 横 田 玲 子

検査助手兼看護師

松田千恵子

理学療法士 澤 美 和

〃 平 畠 美 幸

〃 武 市 明

看護師長 亀 山 陽 代

主任看護師 登 家 高 子

〃 泉 原 孝 子

看 護 師 入 田 廣 美

〃 日 浦 勝 子

〃 稲 岡 清 子

〃 岡本美智子

〃 澤野りき江

〃 中 陽 裕 美

看 護 師 中 川 美 穂

〃 久 保 君 代

〃 松 下 洋 子

〃 久 木 章

〃 福 野 千 代

〃 上岡美代子

〃 森 下 由 枝

〃 滝 口 誠 美

事務局長 幸 野 照 子

次 長 松 本 重 幸

主 事 松 本 博 文

〃 寺 尾 由 美

〃 松 田 悦 昭

〃 多 田 尚 弘

用 務 員 鶴 本 良 昭

〃 田 辺 義 弘

栄 養 士 坂 口 文 子

調 理 員 三 好 君 代

〃 樫 本 由 紀

〃 上 西 智 子

〃 岡 久美子

事務局 42-2513

局 長 國 清 一 治

係 長 河 野 稔 彦

議 会 監査委員

住民課

福 島 直 子
産業建設課

山 澤 美 佳
勝浦病院

滝 口 誠 美

★
教
職
員
人
事
異
動

平
成
十
八
年
四
月
一
日
付

（

）内
は
前
任
校

生
比
奈
小
学
校

教

諭

新

見

博

文

（
北
島
町
北
島
小
学
校
）

教

諭

森

下

久

美

（
阿
南
市
津
乃
峰
小
学
校
）

事
務
主
任

豊

岡

明

子

（
那
賀
町
相
生
小
学
校
）

横
瀬
小
学
校

教

諭

中
根
美
弥
子

（
勝
浦
町
生
比
奈
小
学
校
）

教

諭

溝

渕

佳

枝

（
鳴
門
市
瀬
戸
小
学
校
）

事
務
主
事

谷

明

美

（
勝
浦
町
生
比
奈
小
学
校
）

勝
浦
中
学
校

教

頭

石

倉

英

明

（
上
勝
町
上
勝
小
学
校
）

教

諭

吉

岡

敏

子

（
小
松
島
市
小
松
島
中
学
校
）

教

諭

中

島

淑

美

（
小
松
島
市
小
松
島
中
学
校
）

教

諭

猪

子

浩

子

（
小
松
島
市
小
松
島
中
学
校
）

教

諭

福

良

毅

（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

教

諭

磯

部

茂

仁

（
阿
南
市
羽
ノ
浦
中
学
校
）

助

教

諭

谷

江

良

一



６

事業主体 事 業 内 容 採択基準および経費 補 助 率 申 込 先
す
る
団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
協
同
組
合
、農
業
者
の
組
織

小規模土地改良事業

農作業の省力化、軽労働化
等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない小規模な農用地の造
成、放任園の再開園、果樹園
および水田の平坦地化への改
良事業。

①でき上がり後の作目は、農業経営基盤強化
促進基本構想（平成18年３月制定）に定め
るもの。またはこれらの関連施設であること。

②造成後の有効利用面積が５ａ以上で、傾斜は
各種のハウス栽培等が可能な10％以内とする。

③原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。

ほ場の造成改良に必要な農業用機械使用料と
石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 建 設 課

団
体
、認
定
農
業
者
等

農
業
者
の
組
織
す
る

園内道整備事業

農作業の省力化、軽労働化
等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない園内道の新設、改良
を行う事業。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上である
こと。

②原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。

園内道の新設、改良に必要な農業用機械使用
料と石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 建 設 課

団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
者
の
組
織
す
る

園内道舗装補助事業

国、県等が実施する補助事
業の採択基準に満たない園内
道の舗装を行い、軽労働化、
省力化を推進し、作業能率の
向上を図るもの。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上とする。
②生コンの厚さは、10㎝を標準とする。
園内道の舗装に必要な生コンクリート代

２分の１以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 建 設 課

農
業
協
同
組
合

畜産環境・土づくり
関連対策事業

町内家畜糞を原料とした良
質で安価な堆肥を安定的に耕
種農家に供給することにより
地力増進を図り、農家の経営
安定と畜産環境保全を図る。

①野菜、果樹等を栽培するために、堆肥を必
要とする農家であること。

②勝浦町畜産環境システム施設で製造の牛糞
堆肥または豚糞堆肥を使用すること。

③補助対象施肥量は、別表８に定める施用基
準の２分の１以上とする。

土づくりに必要な堆肥の供給代

10分の２以内

ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

１ 土地基盤整備事業

農
業
協
同
組
合

ハウス施設、大型トンネルを
設置した場合補助金を交付し、
施設園芸の振興を図る。

①補助対象規模は、１戸当たり２ａ以上。
②大型トンネル施設にあっては５ａ以上。
③自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。

補助対象事業費は、800万円を限度とし、別
表７の補助対象事業費を用いる。ただし、補助
対象事業費に満たないときは実事業費とする。

別表７の補助

対象事業費ま

たは実事業費

の10分の２以

内

ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

２ ハウス施設新設奨励事業

協
同
組
合

農

業

条件が悪く園内道等の新設に
不向きな園地等に園内道的な役
割をさせるもの。

新設およびレールの増設を対象とする。
事業限度額は、100ｍ当たり150万円までとす
る。

10分の２以内 ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

３ 単軌条運搬機導入事業

協
同
組
合

農

業

果樹労働の省力化を図るもの。①クローラ型、ホイル型は問わないが、導入
する園地の形状に合った有効活用ができる
型式とする。

②積載量は原則として250㎏～400㎏までとする。
小型動力運搬機代

10分の２以内
ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

４ 小型動力運搬機導入事業

協
同
組
合

農

業

施設園芸の振興を図るため、
暖房施設等の設備費に対し補助
し、収益の向上、経営の安定を
図る。

①自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。

②補助対象規模は、１施設当たり２ａ以上と
し、当該年度に１施設とする。

暖房施設の導入に要する経費

10分の２以内
ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

５ 農業用ハウス暖房施設導入事業

農業経営の合理化・近代化等を推進するため、勝浦町では

各種補助事業を設けていますので、積極的にご活用ください。

詳しいことは、勝浦町産業建設課（ 42-1505）又はＪＡ東とくしま勝浦

統括支所営農販売課（ 42-2520）までお問い合わせください。

産業建設課

町単補助事業のご案内
平成18年度
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農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

農産物の貿易自由化の進展に
伴い、国際化社会の中で外国農
業との競争力強化を図るため、
国際化社会に対応できる人材の
育成を図る。

農業者の組織する団体で勝浦町内において
過去３年以上組織として活動していること。
①１組織の参加人員は５人以上とする。
②海外視察の目的等を記載した計画書を提出
し、町長の承認を得ること。

③同一団体の再度海外研修の申し出は、原則
として認めない。

④出発から帰着までの期間中における病気、
けが、盗難、事故等が生じても町は一切の
責任を負わないものとする。

⑤帰国後、視察報告書を作成するとともに発
表、投稿等に協力できること。

農業者育成研修に要する経費

１人当たりの

限度額を７万

円、若しくは

事業費の10分

の３以内のい

ずれか低い額

とする。

産業 建 設 課

６ 先進海外農業視察研修事業

協
同
組
合

農

業

耕作放棄地の減少に努めると
ともに、農地が持つ公益的機能
の維持と農村景観の保全を図る
ため、苗木の導入を支援する。

①労働力不足等により耕作を放棄しようとす
る農家

②導入樹種は、さくら、花桃、花梅等で農村の
景観形成に資するもの。

苗 木 代

２分の１以内
ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

７ 農地保全支援事業

貸
付
者

農

地

農地の流動化を促進するため、
賃貸借権を設定した場合に貸付
者に対し補助する。

５年以上の期間で賃貸借権を設定した場合
別表９の「農業委員会が定める標準小作料」
を基準とする。（５年以内に解約した場合は、
補助金変換義務有）

10ａ当たり標
準小作料の５
年間の10分の
２以内

産業 建 設 課

８ 農地利用集積流動化支援事業

農
業
者
等

認

定

家畜飼養管理に大きなウェー
トを占める給餌作業を機械化す
ることにより省力化し、畜産農
家の経営の安定を図る。

畜種ごとにおおむね
酪農・成牛 20頭 養 豚 200頭
肉 用 牛 60頭 採卵鶏・成鶏 1，000羽
以上を常時飼養する専業または複合経営農

家とする。
給餌作業の機械化に要する経費

10分の２以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 建 設 課

９ 家畜自動給餌機技術導入事業

認
定
農
業
者
等

新たに農業を始めようとする
青年等に対し、経営を開始する
際の準備資金を助成することに
よって就農を支援する。

①勝浦町に住所ならびに事業地（ほ場）を有
する者または有することが確実である者

②国の制度資金である「就農支援資金」の
「就農施設等資金」を活用し、自立した農
業経営を開始する者または開始している者
月額６万円とし、貸付日の翌月から12か月

４半期ごとに交付する。

産業 建 設 課

10 新規就農者支援事業

農
業
者
等

認

定

町の実施方針に基づく隔年結
果対策（交互結実栽培）を支援
する。

フィガロン乳剤1,000倍・500リットル／10ａ
散布を基準とする。
フィガロン乳剤購入費

２分の１以内 ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

11 みかん産地活性化事業

農
業
者
等

認

定

新技術等の地域への普及を図
ることを目的とする。

地域に普及していない先導的な生産技術等
の導入にチャレンジしようとする活動に支援
する。
新技術等の導入に要する経費

10分の２以内

産業 建 設 課

12 チャレンジ営農支援事業

認
定
農
業
者
等

農地・農業用施設保全のため
の補修工事を支援する。

①補助災害復旧事業の採択基準に満たない工
事及び維持補修工事

②原則として、町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。
町有農業用機械使用料および石積等経費

（町の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は

20万とする。 産業 建 設 課

13 農地・農業用施設補修事業
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まちかど散歩みち

横
瀬
小
学
校
五
年
生
が
、
ト
ー
ル

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
、
指
導
は

サ
ル
ビ
ア
作
業
所
中
村
さ
ん
。
中
村

さ
ん
は
自
動
車
事
故
で
上
下
肢
に
障

害
を
負
い
、
車
い
す
生
活
の
傍
ら
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
絵
を
描
く
こ

と
を
学
び
、
多
く
の
作
品
を
作
ら
れ
、

町
の
文
化
祭
に
も
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
ブ
リ
キ

の
意
味
、
ブ
リ
キ
缶
な
ど
に
絵
を
描

く
手
法
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
移
民
の

人
々
と
共
に
ア
メ
リ
カ
に
伝
わ
り
、

現
在
の
よ
う
に
木
、
ブ
リ
キ
、
陶
器
、

布
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
に
絵

を
描
く

”ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ

“
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
横
瀬
小
学
校
か

ら
の
依
頼
を
受
け
中
村
さ
ん

が
学
校
に
出
向
き
五
年
生
児

童
に
ぺ
ィ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
使

い
方
、
絵
の
描
き
方
な
ど
を

指
導
、
生
徒
た
ち
も
初
め
て

の
試
み
で
楽
し
そ
う
に
花
植

え
の
鉢
に
思
い
思
い
の
絵
を

描
き
六
年
生
に
卒
業
記
念
と

し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

手
話
と
の
出
会
い

サ
ル
ビ
ア
作
業
所
に
、
聴
覚

に
障
害
を
持
っ
た
方
が
通
所
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
作
業
所
の
誰
一
人
と
し
て
手

話
を
習
っ
て
い
る
者
も
経
験
も
な
く
、
は
た
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
か
ど
う
か
全
く
自
信
も
な
く
、

作
業
所
に
来
ら
れ
て
も
続
か
ず
す
ぐ
や
め
ら
れ
て
し
ま

う
の
で
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
が

手
ま
ね
見
ま
ね
で
、
当
事
者
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が

ら
手
話
の
や
り
と
り
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
で

は
休
憩
時
間
も
ぎ
こ
ち
な
い
手
話
で
の
会
話
で
は
ず
み

ま
す
。
他
の
人
と
話
し
て
い
て
も
、
つ
い
手
が
動
い
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。

今
ま
で
手
話
に
興
味
も
関
心
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
実
際
に
関
わ
っ
て
み
ま
す
と
、
こ
と
ば
の
手

段
と
し
て
手
話
は
聴
覚
障
害
者
だ
け
の
も
の
で
な
く
、

健
常
者
に
も
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
こ
と
ば
だ
と
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

聴
覚
障
害
者
の
方
は
、

健
常
者
と
の
話
、
情
報
を
知
り
た
い
。

健
常
者
の
方
と
お
友
達
に
な
り
た
い
。

そ
ん
な
願
い
を
抱
い
て
い
ま
す
。
ま
た
周
囲
が
や
か
ま

し
く
聞
き
取
り
に
く
い
所
、
離
れ
た
所
で
も
手
話
で
話

が
通
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
手
話
講
座
や
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

是
非
手
話
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

手
話
は
、
ろ
う
者
同
士
、
そ
し
て
ろ
う
者
と
聴
者

（
聴
こ
え
る
人
）
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
で
す
。

サ
ル
ビ
ア
作
業
所
活
動

会
う

最
近
、
児
童
を
狙
っ
た
凶
悪
事
件
が
相
次

ぐ
中
、
エ
フ
エ
ム
徳
島
か
ら
、
開
局
十
五
周

年
記
念
特
別
企
画
「
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

み
ん
な
で
守
ろ
う
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
」

の
一
環
と
し
て
、
今
春
小
学
校
に
入
学
す
る

県
内
の
新
一
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ブ
ザ
ー
は
、
縦
六･

八
セ
ン
チ
、
横
四･

八

セ
ン
チ
の
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
で
、
表
面
の
ボ

タ
ン
を
押
す
か
、
下
部
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
引

く
と
警
報
音
が
鳴
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。新

一
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
ブ
ザ
ー
の
正
し

い
使
い
方
を
理
解
し
て
、
事
件
の
未
然
防
止

に
役
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

～
新
一
年
生
へ
～

防
犯
ブ
ザ
ー

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

横瀬小５年児童

トールペインティング
に挑戦!!
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machikado sanpomichi

《
紹

介
》

私
た
ち
は
、
臨
床
心
理
士
と
い
う
資

格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
心
理
士
と

は
、
教
育
、
病
院
、
職
場
、
福
祉
、
矯

正
各
施
設
な
ど
幅
広
い
領
域
で
、
心
理

的
な
知
識
や
技
術
や
経
験
を
基
に
し
て
、

心
の
問
題
を
持
つ
人
々
を
援
助
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、

学
校
で
問
題
が
生
じ
た
子
ど
も
た
ち
を

中
心
に
役
立
っ
て
い
こ
う
と
い
う
心
の

教
育
的
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
す
。

子
ど
も
が
勉
強
や
生
活
や
友
人
関
係

な
ど
で
つ
ま
ず
い
た
悩
み
、
不
登
校
や

非
行
、
親
子
関
係
な
ど
諸
問
題
を
扱
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
関
す
る
保
護
者

へ
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
、
基
本
的
に

相
談
室
で
話
さ
れ
た
内
容
は
、
同
意
が

な
い
限
り
、
そ
の
ほ
か
の
場
に
で
る
こ

と
は
決
し
て
な
い
と
い
う
秘
密
厳
守
で

行
い
ま
す
か
ら
、
気
楽
に
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

心
は
体
と
同
じ
よ
う
に
疲
労
し
ま
す
。

し
か
し
、
体
と
違
っ
て
、
心
の
疲
労
は

な
か
な
か
自
分
で
は
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。

気
が
つ
い
て
も
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か

ら
な
い
の
が
現
状
で
し
ょ
う
。
心
の
疲

労
は
、
風
邪
を
ひ
く
の
と
同
じ
よ
う
に

い
つ
で
も
誰
で
も
起
こ
る
症
状
で
す
。

で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

く
れ
ば
く
る
ほ
ど
、
解
決
し
や
す
い
の

で
す
。「
こ
ん
な
話
し
を
し
て
も
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
」
な
ど
と
悩
ま
ず
に
、
ま

ず
は
相
談
室
に
き
て
く
だ
さ
い
。

※
保
護
者
の
方
で
相
談
が
あ
る
場
合
は

各
学
校
、
又
は
教
育
委
員
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）２
５
１
５

小 阪 茂 さん

坂口可奈子 さん

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

配
置
さ
れ
ま
す

勝浦キッズ

ミニバスケットボールクラブ

四
月
二
日
、
生
比
奈
小
学
校
で
行
わ
れ
た
県
南
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
勝
浦
キ
ッ
ズ
女
子
が
優
勝
し
ま
し
た
。

富
岡
小
学
校
と
の
決
勝
戦
、
勝
浦
キ
ッ
ズ
は
、
前
半
リ
ー
ド

し
て
後
半
を
迎
え
る
も
の
の
、
相
手
チ
ー
ム
の
猛
攻
に
あ
い
一

時
は
逆
転
さ
れ
ま
し
た
が
、
花
房
主
将
を
中
心
に
チ
ー
ム
一
丸

と
な
り
二
ゴ
ー
ル
差
で
勝
利
。
勝
浦
キ
ッ
ズ
女
子
と
し
て
初
め

て
の
県
南
大
会
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

優勝

春の県南ミニバスケットボール大会

女子

勝
浦
中
学
校
を
拠
点
校
と
し
て

��
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徳
島
の
大
雨

春
か
ら
夏
に
季
節
が
移
り
変
わ
る
際
に
、

前
線
が
四
国
付
近
に
停
滞
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
す
。
梅
雨
に

な
る
と
、
前
線
に
向
か
っ
て
、
南
海
上
か

ら
水
蒸
気
が
多
量
（
暖
湿
）
に
流
れ
込
み

大
雨
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

梅
雨
前
線
に
向
か
っ
て
流
れ
込
む
暖
湿

に
よ
る
大
雨
は
、
徳
島
県
で
も
発
生
し
て

い
て
、
そ
の
特
徴
は
、
広
い
範
囲
で
大
雨

に
な
る
場
合
と
狭
い
範
囲
（
局
地
的
）
で

大
雨
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
右
の
図

は
広
い
範
囲
で
雨
量
が
二
〇
〇
ミ
リ
を
超

え
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
四
〇
〇
ミ
リ
以
上

の
大
雨
と
な
り
、
多
く
の
市
町
村
で
が
け

崩
れ
や
浸
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

大
雨
の
天
気
図

下
の
図
は
、
徳
島
県
で
大
雨
に

な
っ
た
時
の
天
気
図
で
、
台
湾
付

近
に
は
台
風
第
八
号
が
あ
り
、
太

平
洋
高
気
圧
の
縁
を
回
っ
て
、
多

量
の
水
蒸
気
が
前
線
に
向
か
っ
て

流
れ
込
み
ま
し
た
。

こ
の
例
で
は
、
台
風
と
太
平
洋

高
気
圧
に
よ
っ
て
、
多
量
の
水
蒸

気
が
補
給
さ
れ
、
前
線
に
よ
っ
て

上
昇
さ
せ
ら
れ
大
雨
と
な
り
ま
し

た
。

雨
量
と
災
害

平
成
十
六
年
に
は
、
多
く
の
台
風
が
接

近
し
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
雨
の
降
り
方
と
災
害
の
発
生

例
を
下
の
図
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
朝
の

六
時
頃
に
大
雨
・
洪
水
警
報
を
発
表
し
た

こ
ろ
か
ら
雨
が
強
ま
り
始
め
、
十
時
か
ら

十
一
時
に
は
一
時
間
に
六
〇
ミ
リ
を
超
え

る
非
常
に
激
し
い
雨
と
な
っ
た
時
に
、
床

下
浸
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

短
時
間
に
強
い
雨
が
降
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

災
害
が
発
生
し
ま
す
。
最
近
は
、
こ
の
よ

う
な
雨
の
降
り
方
が
多
く
な
っ
て
い
て
、

中
小
河
川
で
の
水
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
短
時
間
に
強
い
雨
に
な
る
と
、
道
路

が
冠
水
し
た
り
し
て
高
齢
の
方
や
小
さ
な

子
供
は
、
非
難
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
早

め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ま
た
、
右
の
図
の
よ
う
に
、
広
い
範
囲

で
大
雨
に
な
る
場
合
は
、
警
報
を
早
め
に

発
表
で
き
ま
す
が
、
狭
い
範
囲
で
短
時
間

に
激
し
く
降
る
雨
は
予
測
が
難
し
い
た
め
、

警
報
の
発
表
が
遅
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
家
庭
に

普
及
し
て
い
ま
す
の
で
、
雨
の
情
報
を
入

手
し
た
り
、
雨
の
降
り
方
の
特
徴
を
知
っ

て
、
早
め
に
災
害
対
策
を
行
な
う
こ
と
が

大
事
で
す
。

徳
島
地
方
気
象
台

梅雨前線による大雨の時の天気図

梅
雨
の
気
象

梅雨前線による大雨

少

多
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情 報 ア ラ カ ル ト

お
知
ら
せ

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

午
前
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
園
庭
及
び
リ
ズ
ム
室)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

(
)

内

容
生
比
奈
保
育
所
で
は
子
育
て
に
関
す
る
疑

問
や
悩
み
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
教
室
に
お
越
し
に
な
ら
れ
て
お

話
さ
れ
た
り
、
電
話
で
相
談
さ
れ
て
も
結
構

で
す
。
お
子
さ
ま
が
健
や
か
に
成
長
さ
れ
る

よ
う
に
共
に
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
き
ま
せ

ん
か
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

和
ろ
う
そ
く
の
灯
り
に
映
え
る
、
阿
波
人

形
浄
瑠
璃
と
影
あ
そ
び
民
話
劇
の
公
演
で
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な

く
。

日

時

五
月
四
日

午
後
五
時
か
ら

場

所

今
宮
神
社
境
内
（
小
雨
決
行
）

出

演

勝
浦
高
校
民
芸
部
・
勝
浦
座

影
あ
そ
び
劇
団

ジ
ョ
イ
ホ
ナ

演

目

「
壺
坂
観
音
霊
験
記
」

「
御
所
桜
堀
川
夜
討
弁
慶

上
使
の
段
」

「
た
の
き
ゅ
う
」

主

催

今
山
農
村
舞
台
保
存
会

後

援

勝
浦
町
教
育
委
員
会
・
勝
浦
座

勝
浦
高
校

徳
島
県
文
化
振
興
財
団

入

場

無

料

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

町
内
の
各
地
区
の
花
壇
や
ゴ
ミ
の
集
積
所

周
辺
に
花
な
ど
を
植
え
つ
け
、
管
理
を
さ
れ

環
境
美
化
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
）
団
体
に
、
予
算
の
範

囲
内
で
事
業
費
の
一
部
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
住
民

課
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
五
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

５月31日 ５月24日 ５月17日 ５月10日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

★
５
月
生
お
誕
生
会

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

★
親
子
で
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」

を
し
ょ
う
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

★「
母
の
日
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
一

緒
に
作
ろ
う
。

★
体
操
を
し
た
り
、
大
型
絵
本
を

見
ま
し
ょ
う
等
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
五
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

今
山
農
村
舞
台

春
公
演

影あそび劇団 ジョイホナ

環
境
美
化
花
づ
く
り

補
助
金
に
つ
い
て
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昨
年
度
か
ら
、
上
勝
町
と
共
同
で
進
め
て

き
ま
し
た
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
で
す
が
、

幹
線
工
事
は
予
定
通
り
完
了
し
、
い
よ
い
よ

超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
サ
ー
ビ
ス
を
申
し
込
ま
れ
た
方
の
引
込
工

事
等
が
始
ま
り
ま
す
。

申
し
込
み
を
さ
れ
た
各
家
庭
や
事
業
所
に

は
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
か
ら
依
頼

さ
れ
た
工
事
業
者
が
訪
問
し
、
※
①
調
査
を

四
月
末
か
ら
、
※
②
引
込
工
事
を
五
月
下
旬

か
ら
、
※
③
宅
内
工
事
を
七
月
か
ら
実
施
し
、

最
低
三
回
は
訪
問
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

宅
内
の
工
事
業
者
に

は
町
内
の
電
気
屋
さ

ん
も
い
ま
す
が
、
町

外
の
業
者
さ
ん
も
い

ま
す
。
各
家
庭
を
訪

れ
る
際
に
は
、
図
の

よ
う
な
腕
章
を
身
に

つ
け
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

調
査
や
工
事
の
訪
問
の
際
に
は
、
事
前
に

申
込
者
に
電
話
連
絡
を
し
て
か
ら
訪
問
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
訪
問
ま
で
に
、
光
電
変

換
装
置
の
位
置
や
宅
内
設
置
機
器
の
設
置
場

所
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
調
査
等
の
場
に
お
い
て
、
現

金
を
徴
収
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
料
金

等
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
振
込
、
も
し
く

は
口
座
振
替
に
て
や
り
と
り
を
す
る
事
と
し

て
お
り
ま
す
。
業
者
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、

「
こ
れ
は
お
か
し
い
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

円
滑
な
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
①
調
査
…
光
フ
ァ
イ
バ
の
引
込
点
、
光
電

変
換
装
置
の
取
付
場
所
、
宅
内
ケ
ー
ブ

ル
の
配
線
、
宅
内
機
器
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
、
申
込
者
が
業
者
と
協
議
・
決

定
し
ま
す
。

※
②
引
込
工
事
…
光
フ
ァ
イ
バ
を
申
込
者
宅

の
軒
先
ま
で
引
き
込
み
、
光
電
変
換
装

置
を
取
り
付
け
ま
す
。
（
基
本
的
に
立

会
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

※
③
宅
内
工
事
…
光
電
変
換
装
置
か
ら
申
込

者
宅
へ
ケ
ー
ブ
ル
を
配
線
し
、
宅
内
機

器
の
設
置
お
よ
び
設
定
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
徳
島
支
店

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
０
１
２
０
）９
６
０
１
３
８

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト･

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

加
入
者
向
け
の
工
事
等
が

始
ま
り
ま
す
！

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ

登録料 3,000円 注射料 3,000円

狂犬病予防注射は飼い主の義務です。

必ず受けるようにしてください。

飼い犬は生涯に１回の登録と毎年１

回の狂犬病予防注射を受けましょう。

狂犬病について

狂犬病は、現在日本では発生していま

せんが、外国では発生例が伝えられてい

ます。外国からの輸入動物が多い現在、

狂犬病も感染する恐れがあります。

問い合わせ 勝浦町住民課 （42）1501

平成18年度 狂犬病予防注射日程表

月日 場 所 時 間

５

月

14

日

坂 本 郵 便 局 前 午後 １:00～１:10

JA 坂 本 事 業 所 前 １:15～１:25

与川内消防詰所前 １:30～１:40

徳バス横瀬営業所前 １:45～１:55

J A 勝 浦 支 所 前 ２:00～２:10

中 山 消 防 詰 所 前 ２:15～２:25

勝 浦 会 館 ２:30～２:40

大森良樹さん宅南 ２:45～２:55

古 山 商 店 横 ３:00～３:10

J A 生 比 奈 支 所 前 ３:15～３:25

農 村 婦 人 の 家 ３:30～３:40

生 名 セ ン タ ー 前 ３:45～３:55

平成18年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。

今年度はこれが最後ですので受けていない方は最寄りの場所で必ず受けてください。

▼腕 章
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怪
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

一
一
〇
番
通
報
を
！

①
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
一
一
〇
番
通
報
を
！

犯
人
は
、
家

や
車
の
中
を
の

ぞ
き
込
ん
だ
り
、

複
数
で
付
近
に

見
張
り
役
の
運

転
手
が
車
の
中

に
い
た
り
し
ま

す
。

②
室
内
に
犯
人
が
い
る
時
は
、
直
ち
に
一
一

〇
番
を
！

警
察
官
が
臨
場
す
る
ま
で
は
、
絶
対
に

室
内
に
は
入
ら
な
い
で
下
さ
い
。

③
盗
難
の
被
害
に
気
づ
い
た
ら
、
一
一
〇
番

又
は
最
寄
り
の
交
番
・
警
察
署
へ
の
通
報

を
！犯

人
は
、
現
場
に
犯
行
の
痕
跡
を
残
し

て
い
ま
す
。
現
場
を
触
ら
ず
に
、
そ
の
ま

ま
の
状
態
で
警
察
に
速
や
か
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

駐
車
違
反
の
使
用
者
責
任
の
追
及
が
厳
し

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
放
置
駐
車
違

反
を
し
た
場
合
、
運
転
者
に
対
し
て
の
み
責

任
を
追
及
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は

①
車
両
の
使
用
者
に
も
、

「
放
置
違
反
金
」
の

納
付
が
命
じ
ら
れ
ま

す
。

②
納
付
し
な
か
っ
た
場

合
、
財
産
の
差
し
押

さ
え
や
車
検
が
拒
否

さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

③
常
習
違
反
者
に
は
、

車
両
の
使
用
制
限
命

令
が
出
さ
れ
ま
す
。

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
は

「
＃
９
１
１
０
」

又
は

０
８
８（
６
５
３
）９
１
１
０
へ

小
松
島
警
察
署
で
は
、
生
活
安
全
課

（
３
２
）０
１
１
０
へ

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
を
！

警
察
官
の
募
集
が

始
ま
り
ま
す
!!

試
験
区
分

警
察
官
Ａ

（
大
卒
、
同
見
込)

警
察
官
Ａ
特
別

（
大
卒
で
十
月
一
日
か
ら
勤
務
可
能
な
方)

警
察
官
Ｂ
特
別
（
高
卒
で
十
月
一
日
か
ら

勤
務
可
能
な
方)

受
付
期
間

五
月
十
三
日
～
六
月
六
日

試

験

日

七
月
八
日
・
九
日

※
警
察
官
Ｂ
（
高
卒
、
同

見
込
）
及
び
女
性
警
察

官
の
試
験
案
内
・
申
込

書
配
布
開
始
は
、
七
月

五
日
か
ら
で
す
。

詳
し
く
は
、
小
松
島
警
察
署
ま
で

（
３
２
）０
１
１
０

五
・
六
月
中
の

猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程

経
験
者
講
習

５
月
10
日

徳
島
西
警
察
署

５
月
24
日

小
松
島
警
察
署

６
月
14
日

美
馬
警
察
署

６
月
28
日

徳
島
西
警
察
署

初
心
者
講
習

６
月
７
日

小
松
島
警
察
署

窃
盗
犯
捜
査
に
ご
協
力
を
！

４月６日 ～４月15日 に

全国春の交通安全運動が実施

されました。運動期間中、勝

浦町では阿波勝浦ライオンズ

クラブの皆さんによって町内

約280ヵ所のカーブミラーの

点検・清掃が行われました。

カーブミラー清掃
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実
施
主
体

社
会
福
祉
法
人
勝
寿
会

受
講
対
象
者

将
来
に
わ
た
り
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
従
事
す
る
意
欲
の
あ
る
方

実
施
期
間

五
月
十
三
日
～
八
月
十
九
日

開
講
時
間

・

午
後
六
時
～
九
時

午
前
九
時
～
午
後
四
時

受
講
料

七
〇
、〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

定

員

二
十
人
（
受
付
順
）

会
場
・
申
込
先

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
棚
野

字
竹
国
一
三
番
地
の
一

（
４
２
）３
７
０
０
〔
担
当

圓
藤
〕

次
の
よ
う
に

第
二
回
新
緑
囲
碁
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

主

催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

勝
浦

囲
碁
ク
ラ
ブ

日

時

五
月
二
十
一
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

会

場

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

二
階

会
議
室

参
加
資
格

勝
浦
町
在
住
者
及
び
関
係
者

（
現
有
の
段･

級
位
確
認
し
ま
す
）

競

技

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

表

彰

優
勝
・
準
優
勝
・
第
三
位

賞
状
・
賞
品
授
与

会

費

一
、〇
〇
〇
円
（
昼
食
代
金
込
み
）

申
込
先

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
４
２
）３
３
０
０

参
加
締
め
切
り

五
月
十
八
日

中
山
間
地
域
は
流
域
の
上
流
部
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
、
中
山
間
地
域
の
農
業
・
農
村

が
持
つ
水
源
か
ん
養
、
洪
水
の
防
止
、
土
壌

の
浸
食
や
崩
壊
の
防
止
な
ど
の
多
面
的
機
能

に
よ
っ
て
、
下
流
域
の
都
市
住
民
を
含
む
多

く
の
国
民
の
財
産
、
豊
か
な
暮
ら
し
が
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
山
間
地
域
で
は
、
過
疎
化
・

高
齢
化
が
進
む
中
で
自
然
的
・
経
済
的
・
社

会
的
条
件
の
不
利
性
か
ら
、
担
い
手
の
減
少
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
面

的
機
能
が
低
下
し
、
国
民
全
体
に
と
っ
て
大

き
な
経
済
的
損
失
が
生
じ
る
こ
と
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
に
よ
っ
て
多
面
的
機
能
の
低
下
が

特
に
懸
念
さ
れ
る
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、

農
業
生
産
の
維
持
を
図
り
な
が
ら
、
多
面
的

機
能
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
民

的
な
理
解
の
下
に
平
成
十
二
年
度
よ
り
「
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
が
実
施
さ
れ
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
将
来
に
向
け
た
積
極
的

な
取
組
を
促
す
仕
組
み
に
改
善
さ
れ
再
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
中
山

間
地
域
の
農
振
農
用
地
に
お
い
て
、
あ
る
一

定
の
傾
斜
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人
々
が

五
年
間
集
落
協
定
に
従
っ
て
農
地
を
守
っ
て

い
く
と
い
う
約
束
の
基
に
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
交
付
金
の
お
お
む
ね
二
分
の
一
が
集
落

の
共
同
取
組
み
に
、
残
り
の
二
分
の
一
が
耕

作
者
に
交
付
さ
れ
る
制
度
で
す
。

各
集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

【
各
集
落
の
共
通
的
な
取
組
】

農
道
や
水
路
の
管
理
や
補
修
（
草
刈
り
・

用
水
ざ
ら
え
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
）

周
辺
林
地
の
下
草
刈
り
や
景
観
作
物
の
作

付
け
（
花
づ
く
り
）

鳥
獣
害
の
防
止
対
策
（
防
止
柵
の
設
置
・

捕
獲
檻
の
設
置
）

平
成
十
七
年
度
勝
浦
町
で
は
、
（
集
落
数

二
十
三
、
参
加
農
家
数
七
百
七
十
二
、
面
積

約
四
一
九
ha
、
交
付
金
額
約
四
四
、九
七
六

千
円
）
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
八
年

度
か
ら
、
本
制
度
に
加
入
希
望
者
は
、
平
成

十
八
年
五
月
末
日
ま
で
に
、
各
地
区
の
集
落

代
表
者
を
通
じ
て
産
業
建
設
課
ま
で
申
し
込

み
、
集
落
協
定
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。
集
落
代
表
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

新
緑

囲
碁
大
会
開
催

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

受
講
生
募
集
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

参
加
者
募
集
に
つ
い
て
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坂

本

黄

檗

坂

本

松

尾

坂

本

三

部

与
川
内
宮
平

与
川
内
下
分

横

瀬

寺

谷

横

瀬

前

川

横

瀬

立

川

中

山

第

三

中

山

第

二

中

山

第

一

棚

野

大

谷

棚
野
石
倉
谷

久

国

星

谷

黒

岩

今

山

生

名

中

角

山

西

掛

谷

沼

江

石

原

集

落

名

森

本

友

章

大

亀

清

佐

藤

啓

子

押

栗

常

吉

高

木

忠

藤

野

真

一

中

村

悟

溝

田

義

昭

溝

内

精

治

上

田

修

畑

名

耕

造

大

谷

昇

湯

浅

公

良

谷

寿

夫

森

内

智

谷

脇

恒

雄

田

中

潤

福

本

博

之

長

田

喜

広

上
白
川
敏
明

湯

浅

忠

男

松

下

滋

美

松

下

一

一

代

表

者
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集



調
理
師
講
習

受
講
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
っ
て
、
就
業
と
自

立
に
意
欲
の
あ
る
者
（
た
だ
し
夫
の
暴
力
に

よ
り
母
と
子
で
家
出
を
し
て
い
る
事
例
な
ど

で
婚
姻
の
実
態
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
止
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
離
婚
の
届
出
を
行
っ

て
い
な
い
者
等
を
含
む
）

開
催
日
お
よ
び
時
間

五
月
十
六
日

～
六
月
二
十
八
日

ま
で
の
間
の
毎
週
火
・
水
曜
日
（
十
四
日
間
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時
ま
で

開
催
場
所

徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階

二
〇
一
会
議
室

定

員

二
十
人

申
込
締
切
日

五
月
九
日

受

講

料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

受
講
旅
費
等
の
支
給

受
講
に
要
す
る
交
通
費
等
を
支
給
し
ま
す
。

（
一
定
の
要
件
必
要
）

★
詳
し
く
は

(

財)

徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

徳
島
市
中
昭
和
町
一
丁
目
二
番
地

０
８
８（
６
５
４
）７
４
１
８

〔
担
当

池
田
〕

15

Ｑ

昨
日
ま
で
鳴
っ
て
い
た
の
に
、
場

所
を
変
え
る
と
急
に
な
ら
な
く
な
っ

た
。
動
か
し
た
時
に
、壊
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
？

Ａ

電
波
の
状
態
が
良
い
の
を
確
認
し

て
設
置
し
て
い
る
の
で
、
偶
然
移
動

さ
せ
た
場
所
が
電
波
状
態
の
悪
か
っ

た
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ま

た
、
外
部
ア
ン
テ
ナ
を
接
続
し
て
い

る
場
合
は
、
ア
ン
テ
ナ
線
が
確
実
に

接
続
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ｑ

録
音
ボ
タ
ン
を
押
し
て
お
い
た
の

だ
が
、
再
生
す
る
と
チ
ャ
イ
ム
（
時

報
）
し
か
聞
こ
え
な
い
。

Ａ

録
音
ボ
タ
ン
を
押
し
て
お
く
と
、

時
報
や
放
送
の
す
べ
て
を
録
音
し
ま

す
。
偶
然
、
放
送
が
な
か
っ
た
の
で
、

午
前
七
時
・
正
午
・
午
後
五
時
・
午

後
九
時
の
チ
ャ
イ
ム
し
か
録
音
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
現
在
は
、

チ
ャ
イ
ム
を
除
く
す
べ
て
の
放
送
が

録
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
あ
え
て
録
音
ボ
タ
ン
を
押
さ

な
く
て
も
録
音
さ
れ
ま
す
。

Ｑ

録
音
の
黄
色
い
ラ
ン
プ
が
点
滅
し

て
消
え
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
？

Ａ

録
音
は
全
部
で
四
つ
の
放
送
を
記

憶
で
き
ま
す
。
再
生
ボ
タ
ン
を
押
し

て
放
送
を
聞
い
て
も
、
ラ
ン
プ
が
消

え
な
い
時
は
、
ま
だ
別
の
放
送
が
録

音
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
も
う
一

度
再
生
ボ
タ
ン
を
押
し
て
放
送
を
聞

い
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
内

容
を
二
度
以
上
放
送
し
て
い
る
場
合

（
例
え
ば
、
午
後
一
時
と
午
後
五
時

に
同
じ
放
送
を
）
が
あ
り
ま
す
が
、

故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ラ
ン
プ
の
点
滅
が
消
え

る
ま
で
、
何
度
か
、
再
生
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ

再
生
ボ
タ
ン
を
押
し
て
放
送
を
す

べ
て
聞
い
て
ラ
ン
プ
も
消
え
て
い
る

の
に
、
同
じ
放
送
が
流
れ
て
く
る
。

ど
う
し
て
？

Ａ

新
し
い
放
送
が
上
書
き
録
音
さ
れ

る
ま
で
、
以
前
の
放
送
は
記
憶
さ
れ

て
い
ま
す
。
再
生
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

何
度
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ

録
音
さ
れ
て
い
る
内
容
を
消
す
方

法
は
な
い
の
？

Ａ

再
生
中
に
、
緊
急
音
量
解
除
ボ
タ

ン
を
２
秒
以
上
長
押
し
す
る
と
、
再

生
中
の
内
容
と
、
そ
れ
よ
り
古
い
内

容
を
全
て
消
去
し
ま
す
。

Ｑ

乾
電
池
の
ラ
ン
プ
か
点
滅
し
て
い

る
の
は
、
故
障
？

Ａ

乾
電
池
が
古
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
新
し
い
電
池
と
交
換
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ
「
ピ
ピ
ピ
ピ
」
と
お
知
ら
せ
音
が

鳴
り
、
乾
電
池
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て

い
ま
す
。
大
丈
夫
？

Ａ

Ａ
Ｃ
電
源
コ
ー
ド
が
抜
け
て
い
ま

せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

防
災
係

（
４
２
）２
５
１
１

防
災
無
線
（
戸
別
受
信
機
）

Ｑ
＆
Ａ



五
月
二
十
二
日

か
ら
二
十
八
日

ま
で

の
一
週
間
は
、「
春
の
行
政
相
談
強
調
週
間
」

で
す
。

国
、
県
、
市
町
村
な
ど
の
行
政
に
関
す
る

苦
情
や
要
望
、
意
見
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
れ

ら
の
解
決
を
図
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
反

映
さ
せ
る
の
が
総
務
省
の
行
政
相
談
制
度
で

す
。行

政
相
談
強
調
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政

相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
行
政
相

談
委
員
が
、
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援

の
も
と
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
道
路
、
年
金
、
福
祉
介
護

等
に
加
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
付
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所

日

時

五
月
十
二
日

午
後
一
時
～
四
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

担
当
行
政
相
談
委
員

高

橋

嗣

男
さ
ん

相
談
内
容

道
路
、
輸
送
機
関
、
病
院
、
申
請
窓
口
の

対
応
、
登
記
、
農
林
水
産
、
商
工
、
福
祉
、

年
金
、
社
会
教
育
、
郵
便
な
ど

16

国民年金だより

年金額の改定について
年金額については、16年改正法に老齢基礎年金などの額が規定され、その額に毎年度政令で示さ

れる改定率を乗じて得た額とする方式に変わりましたが、従前額保障により現行の年金額が維持さ

れています。平成12～14年度の累計マイナス1.7％のマイナススライドを特例的に実施しなかった

水準の年金額（特例水準の年金額）が、現在支給されていますが、この「特例水準の年金額」が支

給されるという従前保障措置がとられ、物価が下落した場合には、これにスライドして引き下げら

れることとなります。平成18年度の年金額については、平成17年平均の消費者物価変動率がマイナ

ス0.3％となったことから、平成18年度の「特例水準の年金額」は、マイナス0.3％の引き下げとな

ります。

【国民年金に関するお問い合せは】

徳島南社会保険事務所 088(652)3111

勝浦町住民課年金係 (42)1501〈持参物…年金手帳等〉

参考：年金額早見表
現 行 Ｈ18年４月～

年 額 月 額 年 額 月 額

〔国民年金〕

老齢基礎年金

障害基礎年金（１級）

（２級）

遺族基礎年金（子１人）

基 本

加 算

円

794,500

993,100

794,500

1,023,100

794,500

228,600

円

66,208

82,758

66,208

85,258

66,208

19,050

円

792,100

990,100

792,100

1,020,000

792,100

227,900

円

66,008

82,508

66,008

85,000

66,008

18,992

10年年金

５年年金

障害年金（１級）

（２級）

母子年金（子１人）

基 本

加 算

482,700

410,800

993,100

794,500

1,023,100

794,500

228,600

40,225

34,233

82,758

66,208

85,258

66,208

19,050

481,300

409,600

990,100

792,100

1,020,000

792,100

227,900

40,108

34,133

82,508

66,008

85,000

66,008

18,992

老齢福祉年金 407,100 33,925 405,800 33,817

春
の
行
政
相
談
強
調
週
間
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国保と医療費

歳 出

752,467
千円

保険給付金
（医療費等）

448,561千円

老人保健拠出金等
134,714千円

予備費

100,000千円

総務費 10,114千円

保健事業費 5,314千円

その他 17,051千円

介護納付金 36,713千円

この制度は、世帯主＋その世帯の被保険者の合計所

得33万＋（35万×被保険者数）の条件を満たしている世

帯の均等割額と平均割額の合計の20％が減額される制

度です。

該当する世帯には、申請書を送付しますので記入・

押印のうえ、締め切り日までに勝浦町総務税務課へ提

出してください。

提出がない場合は、軽減が受けられませんのでご注

意ください。なお、７割・５割軽減につきましては、

申請は必要ありません。

※各軽減は、平成17年中の所得申告を済ませていな

いと受けることができません。まだ申告をされて

いないかたは、必ず、申告を行ってください。

国民健康保険税
２割軽減制度について

国民健康保険税

170,525千円

歳 入

752,467
千円

国県支出金

266,360千円

繰越金
180,744千円

交付金
92,169千円

その他 665千円
一般会計繰入金 42,004千円

40歳から64歳の介護保険料は、国保税として徴収します。

国民健康保険被保険者証の

検認をまだ済まされていない

人は、保険証をご持参の上、

勝浦町総務税務課まで

お越しください。

平成18年度

国保会計当初予算
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かたりあうページ

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
事
故
で

右
手
を
失
い
ま
し
た
。
今
は
、
左
手

だ
け
の
生
活
で
す
。
で
も
、
料
理
・

洗
濯
・
掃
除
と
何
で
も
一
人
で
こ
な

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

私
に
絵
の
描
き
方
を
教
え
て
く
れ
た

り
、
散
歩
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

り
、
木
か
ら
降
り
ら
れ
な
く
な
っ
た

私
を
助
け
て
く
れ
た
り
、
大
好
き
な

頼
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。
私
は

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
そ
ん
な
お
じ
い

ち
ゃ
ん
を
見
て
き
た
の
で
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
右
手
が
な
い
こ
と
に
少
し

も
違
和
感
を
感
じ
た
こ
と
も
な
い
し
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
「
障
害
者
」

と
い
う
意
識
を
持
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
小
さ
い
こ
ろ
こ
ん
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

私
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
に
泊
ま

り
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
朝
、

着
替
え
を
し
て
い
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
呼
ば
れ
ま
し
た
。

「
○
○
、
ち
ょ
っ
と
左
の
手
首
の
ボ

タ
ン
留
め
て
く
れ
る
で
。」

い
つ
も
は
何
で
も
一
人
で
や
っ
て
い

る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
私
に
そ
う
言
い

ま
し
た
。
私
は
、

「
い
い
よ
。」

と
手
首
の
ボ
タ
ン
を
留
め
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
を
に
こ
に
こ

と
見
な
が
ら

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
何

も
か
も
や
っ
て
も
ら
っ
て
ば
か
り
の

私
が
、
大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
え

た
こ
と
に
誇
ら
し
く
な
っ
た
こ
と
を
、

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

今
に
な
っ
て
み
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
あ
の
と
き
、
幼
い
私
に
も
、
何

か
人
の
役
に
立
て
る
こ
と
は
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
て
も

ら
え
る
喜
び
も
教
え
て
く
れ
た
の
で

し
た
。
人
は
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

時
に
は
人
を
支
え
な
が
ら
生
き
る
こ

と
に
喜
び
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、

私
は
小
さ
い
な
が
ら
も
な
ん
と
な
く

感
じ
と
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

で
も
、
今
の
自
分
の
行
き
方
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

か
ら
学
ん
だ
生
き
方
が
で
き
て
い
る

の
か
ど
う
か
、
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
で
、
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に

行
っ
た
と
き
、
知
的
傷
害
の
あ
る
人

が
高
い
所
の
商
品
を
取
ろ
う
と
し
て

困
っ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
い
く

ら
手
を
伸
ば
し
て
も
届
か
な
く
て
、

周
り
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
見
回
し
た
り
、

何
度
も
何
度
も
背
伸
び
を
し
た
り
、

跳
び
上
が
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

の
人
が
助
け
を
求
め
て
い
る
の
は
、

見
た
瞬
間
に
分
か
っ
て
い
た
の
に
、

私
は
そ
の
場
か
ら
声
を
か
け
ず
に
離

れ
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
に
周
り
に
人
が
い
る
ん
だ

か
ら
、
何
も
私
が
し
な
く
て
も
、
誰

か
が
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
近
寄
っ

て
話
し
か
け
た
り
し
た
ら
、
私
も
変

わ
っ
た
子
だ
と
思
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な

い
だ
ろ
う
か
。
」
と
思
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

私
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
人

が
身
近
に
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

傷
害
の
あ
る
人
を
見
る
と
身
構
え
て

し
ま
い
ま
す
。
ど
ん
な
行
動
を
取
れ

ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
戸

惑
い
や
、
周
り
の
人
に
自
分
が
ど
う

映
る
の
か
、
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、

そ
こ
か
ら
す
ぐ
に
立
ち
去
り
、
無
関

心
な
態
度
を
と
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

「
自
分
に
関
わ
り
の
あ
る
人
に
は
、

差
別
を
し
な
い
。
他
の
人
に
も
差
別

さ
せ
た
く
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の

人
に
も
差
別
し
た
く
な
い
。
で
も
関

わ
り
合
う
こ
と
は
避
け
て
い
る
。」

そ
ん
な
心
が
私
の
中
に
潜
ん
で
い
る

の
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
は
、

そ
の
傷
害
も
含
め
て
一
人
の
人
間
と

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
他
の

人
の
こ
と
は
、
そ
の
傷
害
が
私
の
前

に
立
ち
は
だ
か
っ
て
、
正
し
い
行
動

を
と
れ
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
対

等
の
人
間
と
し
て
で
は
な
く
、
「
障

害
者
」
と
い
う
名
前
を
付
け
て
し
か

見
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
ん
な
私
の

行
動
が
、
傷
害
の
あ
る
人
た
ち
の
行

動
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身

が
傷
害
の
あ
る
人
の
前
に
立
ち
ふ
さ

が
る
、
大
き
な
超
え
る
こ
と
の
で
き

な
い
壁
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
で
、
人
と

人
は
対
等
に
つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
私
は
そ
れ
を
忘
れ
て
い
た

の
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

傷
害
の
あ
る
人
は
不
自
由
な
体
で
一

日
一
日
を
一
生
懸
命
生
き
て
い
る
の

に
、
今
の
ま
ま
の
私
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
。
今
こ
そ
、
あ
の
と
き
感
じ
た

「
あ
り
が
と
う
」
言
葉
の
大
切
さ
を

思
い
出
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
支
え
ら
れ
る
人
か
ら
も
ら

う
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
が
ど
れ

だ
け
私
の
喜
び
に
な
る
か
を
も
う
一

度
思
い
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
た

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
で
、

心
と
心
を
温
か
く
つ
な
ぐ
。
そ
ん
な

毎
日
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

平
成
十
七
年
度
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県

大
会
入
賞
作
品
集
よ
り

「ありがとう」の大切さ
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遠
き
日
の
遠
足
し
の
ぶ
ゆ
で
玉
子

う
ら
ら
か
や
娘
に
借
り
し
旅
鞄

三
渓

中

林

祥

子

山
越
え
て
雛
の
飾
り
を
見
に
し
来
て

古
街
道
茅
葺
の
里
春
の
雪

横
瀬

日
下
智
世
子

ハ
ン
ド
ル
に
う
ぐ
い
す
声
を
き
き
乍
ら

う
ぐ
い
す
の
姿
見
た
い
な
鳴
き
声
に

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

遠
い
日
の
母
懐
か
し
い
春
障
子

好
き
嫌
い
母
困
ら
せ
た
遊
山
箱

星
谷

上

岡

久

子

夢
の
様
に
友
は
黄
泉
へ
朧
月

ど
の
名
所
桜
満
開
う
た
の
宴

生
名

小

西

典

子

山
門
の
錆
し
乳
鋲
余
花
の
雨

若
葉
風
入
れ
て
静
ま
り
し
自
動
ド
ア

生
名

丸

山

香

月

駆
け
登
る
春
は
足
早
山
桜

酒
徳
利
や
や
下
向
き
の
八
重
椿

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

紅
梅
の
色
香
に
頬
を
す
り
よ
せ
て

花
冷
に
上
衣
一
枚
重
ね
着
る

掛
谷

駒

津

光

洋

背
で
眠
り
機
械
で
眠
る
児
と
田
打

人
の
目
も
気
に
せ
ず
春
田
泥
童

沼
江

福

田

房

子

石
仏
の
前
だ
れ
赤
し
春
時
雨

春
風
も
汐
の
匂
い
を
は
ら
む
町

沼
江

大

川

冨

枝

更
け
て
夜
の
雪
洞
花
の
山
が
浮
く

木
の
芽
時
雨
呼
ぶ
山
の
風
匂
う

沼
江

中
井
清
二
郎

一
人
居
の
炊
事
に
も
慣
れ
水
温
む

土
筆
手
に
祖
母
に
抱
か
れ
て
眠
り
お
り

坂
本

新

居

雄

彦

水
温
む
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
竹
生
島

よ
き
事
の
報
せ
の
届
き
山
笑
ふ

坂
本

山

口

昭

市

白
魚
の
仕
掛
け
の
網
や
水
温
む

囀
り
や
禪
定
修
業
の
あ
る
札
所

坂
本

新

居

晋

囀
り
を
ひ
と
り
占
め
し
て
過
疎
の
朝

庭
先
へ
老
い
て
花
見
の
苗
木
植
う

坂
本

池

谷

武

久

藻
に
か
ら
む
雑
魚
の
光
り
て
水
温
む

白
髪
の
同
窓
会
や
山
笑
ふ

坂
本

仙

才

良

子

熟
年
の
田
舎
ぐ
ら
し
や
山
笑
う

時
忘
れ
仰
ぐ
視
線
や
花
見
舟

坂
本

板

東

征

二

あ
め
ご
追
う
槍
戸
の
谷
間
水
温
む

常
会
と
花
見
を
兼
ね
て
宴
か
な

坂
本

中

山

治

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

五
月
五
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

六
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

わ
た
し
の
作
品

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
で
は
、
五
月
二
十
八
日

に
総
会

と
次
の
と
お
り
懇
親
交
流
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
昨
年
同
様
、
会
場
を
甲
子
園
球
場
に
隣
接
す
る
「
ホ
テ

ル

ノ
ボ
テ
ル
甲
子
園
」
で
行
い
ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
内

容
も
豊
富
で
す
。
例
年
ミ
ニ
同
窓
会
、
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
仲
間

の
集
い
、
親
戚
の
集
い
等
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
り
盛
会
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
方
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
観
光
バ
ス
（
徳
島
Ｙ
Ｋ
観
光
）
で
勝
浦
町
か
ら

会
場
ま
で
送
迎
い
た
し
ま
す
。

日

時

五
月
二
十
八
日

午
後
一
時
～
六
時

☆
受

付

…
…
…
…
…
…

正
午
～
午
後
一
時

☆
総

会

…
…
…
…
…
…

午
後
一
時
～
二
時

☆
講
演
会
・
救
命
講
習
（
鳴
尾
消
防
署
）

…
…
…

午
後
二
時
～
二
時
三
十
分

☆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

…
…
…

午
後
二
時
三
十
分
～
三
時

笑
劇
・
歌
謡
シ
ョ
ー
（
歌
手
：
野
々
村
あ
い
）

☆
懇

親

会

…
…
…
…
…
…

午
後
三
時
～
六
時

場

所

「
ホ
テ
ル

ノ
ボ
テ
ル
甲
子
園
」

阪
神
甲
子
園
駅
西
口
前

西
宮
市
甲
子
園
高
潮
町
三

三
十

０
７
９
８
（
４
８
）１
１
１
１

会

費

一
〇
、〇
〇
〇
円

そ
の
他

お
申
し
込
み
は
、
五
月
十
五
日
ま
で
に
産
業
建
設
課
へ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
４
２
）１
５
０
５
・
FAX（
４
２
）３
０
２
８

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
だ
よ
り

町
民
の
皆
さ
ま
へ
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み ん な の 健 康

の保健行事 〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師 （42）1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

６ 土 ふ れ あ い 教 室 10:00～14:00 棚 野 集 会 所 子どもとその家族 エ プ ロ ン

12 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年11月１日から
平成15年２月28日生ま
れの子

問 診 票
母子健康手帳

18 木

健 康 相 談 13:00～

棚 野 集 会 所 棚野区民 健 康 手 帳講演:糖尿病予防について

勝浦病院 平賀 隆院長
14:00～

19 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成17年10月１日から
平成18年２月28日生ま
れの子

母子健康手帳

29 月 ポリオ生ワクチン投与 13:00～14:00
農村環境改善

セ ン タ ー

平成10年11月30日から
平成18年２月28日生ま
れの子で２回受けてい
ない子

母子健康手帳

予診票（記入し
てきてください。）

予防接種手帳

５月 勝浦郡夜間救急当番表
５月１日 上勝診療所 ４４－５０１０

５月３日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月５日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月７日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月９日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月11日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月13日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月15日 上勝診療所 ４４－５０１０

５月17日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月19日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月21日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月23日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月25日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月27日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

５月29日 上勝診療所 ４４－５０１０

５月31日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

42－2555

福原 診療 所（上勝町福原）
46－0302

上勝町診療所（上勝町正木）

44－5010

応 急 処 置

血清の保管場所

県
で
は
、
県
下
を
東
部
、
西
部
、
南
部

の
三
つ
の
地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
小

児
救
急
医
療
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
は
南
部
地
域
に
含
ま
れ
、
拠
点

病
院
と
し
て
徳
島
赤
十
字
病
院
に
お
い
て
、

三
百
六
十
五
日
、
二
十
四
時
間
体
制
で
小

児
科
専
門
医
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

な
お
受
診
さ
れ
る
際
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

徳
島
赤
十
字
病
院（

３
２
）
２
５
５
５

利
用
さ
れ
る
保
護
者
の
方
へ

日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
の
健
康
管
理
を
行

う
上
で
、「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
救
急
医
療
は
臨
時
、
応
急

的
な
処
置
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
日
に

は
か
か
り
つ
け
医
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

小
児
救
急
を
は
じ
め
と
す
る
救
急
医
療

情
報
を
、
徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
医
療
と
く
し
ま
情
報
箱
」

(http://www.iryo.pref.

tokushima.jp)

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

徳
島
の

小
児
救
急
医
療
体
制
に

つ
い
て

マムシにかまれたら
５月～10月にかけてはマムシの出没期です。

もし、マムシにかまれたら応急処置をして、

一刻も早く医師の診断を受けましょう。

☆傷口より心臓に近いところを強くしばる。
☆ 15分に１回は、しばりを解いて血を通し

またしばる。

勝 浦 病 院（勝浦町棚野）
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保 健 だ よ り

“予防接種が一部変更になっています”

お問い合わせは勝浦町福祉課 保健師 ４２－１５０２

個別接種の委託医療機関
医療機関名 受 付 時 間 注 意 事 項

勝浦病院 小児科

42－2555

月・金曜日

午前10時～午後３時

予防接種を受けるには、あらかじめ電話での予約が

必要です。予約の申込みは月～金曜日の午後３時～

５時です。（ただし、土・日・祝日を除く）希望する

接種日の１週間前までにお申し込みください。

各種予防接種の実施について （平成18年４月１日～）

実施方法 実施月
種 類 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

個別接種

Ｂ Ｃ Ｇ

３種混合（ジフテリア･百日咳･破傷風）

２種混合（ジフテリア･破傷風）

麻しん・風しん

日本脳炎

集団接種 ポ リ オ

★ＢＣＧは、奇数月の第一月曜日の午後に実施しますが、祝祭日で休みの場合は振り替えて行います。

★ポリオは、役場から個人通知します。

感染症の予防には、予防接種が果たす役割が大きいことを十分理解し、計画的に予防接種を受けましょう。

接種料金について

ただし、任意接種（定期接種の対象年齢外の人や、実施期間外に接種した場合）は、

接種料金が自己負担となります。次の料金を医療機関の窓口でお支払いください。

ＢＣＧ 5,000円 ３種混合 5，500円（１回につき） ２種混合 4，500円

麻しん・風しん混合 9，950円（１回につき） 日本脳炎 5，500円（１回につき）

ＢＣＧ、３種混合（ジフテリア･百日咳･破傷風）、

２種混合（ジフテリア･破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎 定期接種は無料です。

種 類
３種混合

（ジフテリア･百日咳
･破傷風）

麻しん・風しん混合 ポリオ ＢＣＧ

病 状

ジフテリア、百日
咳は飛沫感染でお
こり、破傷風は傷
口から菌が体内へ
入り起こる病気で、
重症化することが
あります。

麻しんは、麻し
んウイルスの空
気感染で起こり
ます。発熱、咳、
鼻汁、目やに、
発疹を主症状と
する病気です。

風しんは、風しんウ
イルスの飛沫感染に
より起こります。軽
いかぜ症状で始まり、
発疹、発熱、後頚部
リンパ節腫脹などが
主症状の病気です。

ポリオウイルスは、
人から人へ感染する
病気です。ウイルス
は、３～35日腸の中
で増え殆どの場合症
状が出ず、一生抵抗
力が得られます。

結核菌の感染で
起こります。全
身性の結核症や
結核性髄膜炎な
ど重い後遺症を
残す可能性があ
る病気です。

対象年齢
（定期接種）

１期初回…３回接種
生後３～90月未満

１期追加…１回接種
生後３～90月未満

（１期初回接種３回
終了後６か月以上の
間隔をおいて接種）

１期…１歳児
２期…小学校入学前１年間

３～90月未満
（６週間以上あけて
２回接種）

６か月未満

※日本脳炎…日本脳炎の発生し易い国への渡航をされる方以外は、昨年に引き続き接種の差し控えとなっています。

しかし、希望者は、保護者の同意のもと定期接種として接種可能です。
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５月 ガラスビン収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
三
火
曜
日

（16日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
四
火
曜
日

（23日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

五

火

曜

日

（30日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

５月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（１日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
三
月
曜
日

（15日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
四
月
曜
日

（22日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

第

五

月

曜

日

（29日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

五
月
六
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

五
月
十
三
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

最近、犬の飼い主の方のマナー
が悪くなってきています。飼い犬
の放し飼いや散歩中のフンの放置
はやめましょう。
今、飼い主のモラルが問われて

います。近隣や周囲の人に迷惑を
かけることなく楽しく快適にペッ
トと暮らすためにも、愛情と責任
を持って飼いましょう。

※登録している犬の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

５月９日

５月23日

古紙の回収にご協力を



まっすぐに。

子ぎつねヘレンがのこしたもの
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図書館だより

べっぴんぢごく 岩井志麻子

宇宙で一番優しい惑星 戸 梶 圭 太

血と聖 坂東真砂子

野性の条件 森 村 誠 一

地に埋もれて あさのあつこ

恋愛事情 藤 田 宜 永

紙魚家崩壊 ～九つの謎～ 北 村 薫

河畔に標なく 船 戸 与 一

半次捕物控 泣く子と小三郎 佐 藤 雅 美

制服捜査 佐々木 譲

イルカ よしもとばなな

移り香の秘密 ～塙保己一推理帖～ 中 津 文 彦

恋はさじ加減 平 安寿子

人生を歩け！ 町 田 康

女たちは二度遊ぶ 吉 田 修 一

あやまりたいの、あなたに 内 館 牧 子

嫁盗み ～重蔵始末４長崎篇～ 逢 坂 剛

平成17年度の図書館利用者数は29,259人です。

県立図書館との連携を密にして皆さまのご要望に

応じられるよう務めていきたいと思っております。

本年度もなお一層ご利用くださいますようお願い

申し上げます。

◆◆◆平成17年度 図書館利用状況◆◆◆

開館
日数

利 用 者 数 貸 出 冊 数

月 当 月 累 計 １日平均 当 月 累 計 １日平均

4 25 2,233 90 3,125 125

5 25 2,329 4,562 94 2,905 6,030 117

6 25 2,390 6,952 96 2,864 8,894 115

7 26 2,955 9,907 114 3,332 12,226 129

8 25 2,909 12,816 117 3,439 15,665 138

9 25 2,434 15,250 98 2,728 18,393 110

10 26 2,483 17,733 96 2,869 21,262 111

11 25 2,443 20,176 98 2,769 24,031 111

12 23 2,121 22,297 93 2,331 26,362 102

1 23 2,104 24,401 92 2,425 28,787 106

2 23 2,250 26,651 98 2,769 31,556 121

3 26 2,608 29,259 101 3,125 34,681 121

開館
日数

ＶＴＲ貸出 Ｃ Ｄ 貸 出 貸 出 合 計

月 当 月 累 計 当 月 累 計 当 月 累 計

4 25 616 42 3,783

5 25 617 1,233 71 113 3,593 7,376

6 25 617 1,850 53 166 3,534 10,910

7 26 728 2,578 60 226 4,120 15,030

8 25 743 3,321 48 274 4,230 19,260

9 25 586 3,907 37 311 3,351 22,611

10 26 652 4,559 49 360 3,570 26,181

11 25 544 5,103 63 423 3,376 29,557

12 23 527 5,630 58 481 2,916 32,473

1 23 545 6,175 43 524 3,013 35,486

2 23 581 6,756 53 577 3,403 38,889

3 26 674 7,430 39 616 3,838 42,727

青木あざみ

新着図書の一部紹介

竹田津 実

キタキツネのヘレンは、道路

わきにうずくまっているとこ

ろを保護されて、獣医の竹田

津先生のところへつれてこら

れました。ヘレンはどうやら

目が見えず、耳も聞こえない

ようです。ミルクをあたえて

も見向きもしません。でも、

先生夫妻の懸命な介護で、ヘ

レンはやがて･･････。

母親代わりの少女が真の母

となる―。大家族・青木家の

長女、波瀾万丈の全半生!

「出生の秘密」「児童養護施

設での生活」「相手の男性」

今まで明かさなかったホント

の私、17歳のリアル。

★おはなし会
28日 午後２時から

図書館幼児室

小さなお子様を対象にし

た紙芝居の読み聞かせで

す。是非いらして下さい。

★県立図書館協力巡回日
○印（右記カレンダー）

★休館日
○印（右記カレンダー）

５月の行事

★図書館が閉っている時の返却本は玄関
横のブックポストに入れてください。

★ ５ 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０１１１２１３

１４１５１６１７１８１９２０

２１２２２３２４２５２６２７

２８２９３０ ３１
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日 時 場 所 備 考

５月12日

５月19日

５月26日

午後1時～4時30分

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。 (42)4652

心配ごと相談
まちのうごき

平成18年３月16日～平成18年４月15日（敬称略）

人 口（平成18年３月31日現在）

世帯数 2,141戸

男性 3,106人

女性 3,369人

計 6,475人

出生 男 １人 女 １人 計 ２人

死亡 男 ４人 女 ７人 計 11人

転入 男 10人 女 15人 計 25人

転出 男 31人 女 18人 計 49人

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

おくやみ申します

大字棚野字竹国 橋本チヨノ（89歳）

大字久国字馬場 信 政 高 雄（82歳）

大字三溪字上川原 藤 田 政 枝（83歳）

大字生名字鷲ヶ尾 中 津 枝（96歳）

大字三溪字歯朶尾 東 ナミ子（95歳）

大字三溪字樫渕 小笠アサヱ（94歳）

大字沼江字田中 岡 定 冶（84歳）

大字三溪字中村 山西美知代（56歳）

日 時 ５月11日 午後１時30分～４時30分

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ５月13日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ５月８日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

ご利用ください！
出張年金相談所

時間延長年金相談

ご結婚おめでとう

（
大字沼江字山田

阿南市

上白川 哲 也

勝 瀬 真 理

森 山 義 則 さん（今山） 国 清 和 子 さん（星谷）

信 政 茂 美 さん（久国） 東 公 則 さん（中山）

小 笠 久 子 さん（横瀬）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（３月16日～４月15日）

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎習字は中止となりました。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 午後 7:30～9:30

踊 り 10 ・17 ・24 午後 2:00～4:00

歌 謡 11 ・25 午後 7:30～9:30

生け花 22 午後 7:30～9:30

大正琴 11 ・18 ・26
午後 1:00～3:00

午後 7:00～9:00

お誕生おめでとう

大字棚野字竹国 ）岡 秀 典
エリコ

三男 侑 哉
ゆ う や

大字中角字前山 ）多 田 尚 弘
忍

長女 香 澄
か す み

大字沼江字夫婦松 ）松 本 博 文
澄 世

三男 健 志
た け し

大字三溪字倉瀬 ）倉 橋 芳 史
美 紗

長男 唯 斗
ゆ い と

大字坂本字大伏尾 ）河 野 雅 俊
純 子

長女 里
り

菜
な

５月交流講座ご案内
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